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1. はじめに 
1.1 研究目的 
 わが国の水道は、97％を超える高普及率を達成し、国民の健康を維持するとともに、
社会基盤を支える基幹施設としての重要な役割を担ってきた。拡張時代に整備された
多くの水道管路は、供用開始から 40 年以上を経過し、管路の老朽化が進んできてい
る。  

 近年では水道経営の安定化、事業継続に必要な技術継承、地震等の災害時のリスク
管理といった中に、新たな課題が顕在化してきている。  

 将来にわたり良質な水道サービスを提供するためには、管路を適正なレベルで維持
管理しつつ、計画的に更新していくことが重要である。行政においては、これらの課
題に対応していくため、厚生労働省を中心に官民連携の推進が活発化している。  

 しかし、現状は以下の課題がそれらの効率的な推進を阻んでいる。  

 

① 管路管理の業務体系は標準化されておらず、広域化、業務の共同化、民間委
託化等の合理的手法の適用が困難  

② 現在の管路管理手法は職員の技能に依存しており、技術継承が容易でない  

③ 不断水や非開削等、管路管理及び更新に特化した製品や工法の不足  

④ 二重化やループ化等、将来の管路更新を考慮した計画手法が未整備  

 

 本研究は、次世代水道管路の維持管理分野における業務のあり方と管路更新等を進
める上で必要な製品や工法を研究し、維持管理の適正化と管路更新の促進を通じて、
安全・安心でおいしい水の安定的な供給に資することを目的とする。  

 この目的を達成するため、「健全な水道管路の維持管理に関する研究」と「水道管路
の最新技術に関する研究」の２つのサブテーマを掲げ研究を実施する。  
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